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三河大島はアサリ採りや神社の祭日と夏期のキ

ャンプ場の間だけ船便があるだけで、 一年の大部

分が無人島であるので、 島はよく清潔に保たれて

いるため、 内陸部ではあまり見かけなくなった種

が分布している。 また、 島の森林は社寺林として

保存され、 森林はよく繁茂している。 三河湾の島

としては昆虫類の多い魅力のある烏の一つと思わ

れるが、 島には河川が存在しないので、 水生昆虫

類は少ない。

引用文献

大平仁夫(1993)オグラカバイロコメッキ豊橋市に分布

虫譜43(2) : 25-26. 

大平仁夫(2006)オグラカバイロコメッキの形態と生態．

越佐昆虫同好会報． （95) : 21-28. 

大平仁夫 ・ 淡岡孝知(1976)愛知県のコメッキムシ（北設

山岳地帯を中心にして）茶臼山高原道路建設予定地の自

然環境調査報告害：141-153.

山崎降弘・淡1面孝知（1993)三河湾•島の昆虫：469pp

（山崎 ・ 浅岡自刊）

宝飯郡音羽町でのベイトトラップで得られた用虫顔について

鈴 木 栄

筆者は2006年9月中旬に宝飯郡音羽町長沢地内 Nicrophorus concolor 

の林道で牛森によるトラップを実施した。 その際 13-IX-2006 (lex.) 

に確認できた若干の甲虫類について報告する。 トラップの付近の落ち葉の下から得た。

l オオセンチコガネ 本報告をするにあたり、 大平仁夫先生にはたい

Phelotrupes (Chromogeotrupes) a直atus auratus へんお世話になった。 心から感謝申し上げる 。

13-IX-2006 (l t) ; 16-IX-2006 (1 t l早）

三河地方では本宮山を中心に分布することが知

られている（松野他1990)。 大平(2004)は、 岡

崎市からも得ている。

2 センチコガネ

Phelotrupes (Eogeotrupes) laevistriatus 

13-IX-2006 (3 t2早） ；16-IX-2006 (4 !3早）

すべての個体が赤みを帯びた紫色であった。

3 ゴホンダイコクコガネ

Copris (Copris) acutidens（図A)

13-IX-2006 11 t 11早；16-IX-2006 (lOJ'6辛）

分布の概要は作手から本宮山が中心（松野他

1990)であるが、 大平(2004)は、 岡崎市からも

得ている。 獣奨に梨まるため、 鹿や猪との分布の

係わりが推測されるといわれている。

4 カドマルエンマコガネ

Onthophagus (Strandius) lenzii 

13-IX-2006 66'; 16-IX-2006 (46'2早）

大平(2004)は、 ライトトラップにより得ている。

5 クロシデムシ（図B)

参考文献

大平仁夫（2004)オオセンチコガネを岡崎市で採集

三河の昆虫(51): 573 

大平仁夫(2004)ゴホンダイコクコガネ岡崎市に分布 ．

二河の昆虫(51): 585. 

大平仁夫・山崎隆弘・浅尚孝知(2005)音羽町史 自然

資料：247-249.（音羽町）

三井信欠・堀繁久•河原正和・稲垣政志(2005)

日本産コガネムシ上科図説 第1巻 食糞群

松野更ー ・伴憲隆・穂積俊文(1990)愛知県の昆虫

（上）：339-361.（愛知県）
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Himacerus apterus (Fabricius,1798) 

調査標本：7-VIII-2005.6exs.

グンバイムシ科Tingidae

1)キクグンバイGaleatus spinifrons (Fallen,1807)

調査標本：7-VIII-2005.2exs.

ナガカメムシ科Lygaeidae

l)ヤスマツナガカメムシ

Pylorgus yasumatsui Hidaka et Izzard,1960 

調査標本：16-VII-2006.lex.

2)アム ー ルシロヘリナガカメムシ

Panaorus csikii (Horvath,1901)

調査標本：7-VIII-2005.lex.

ホ ‘ノヘリカメムシ科Alydidae

l)ヒメクモヘリカメムシ

Paraplesi us uni color Scott,187 4 

調査標本：7-VIII-2005.lex.

ヒメヘリカメムシ科Rhopalidae

1)スカシヒメヘリカメムシ

Liorhyssus hyalinus (Fabricius,1794)

調査標本：16-VII-2006.lex. 

2)アカヒメヘリカメムシ

Rhopalus (Aeschynteles) maculatus (Fieber,1836) 

調査標本：16-VII-2006.lex. 

3)ブチヒゲヘリカメムシ

Stictopleurus punctatonervosus (Goeze,1773)

調沓標本：7-VIII-2005.lex

カメムシ科Pentatomidae

1) トゲカメムシ

Carbula humerigera (Uhler,1860)

調査標本：16-VII-2006.2exs.

2)アオクチブトカメムシ

Dinorhynchus dybowskyi Jakovlev,1876 

調査標本：7-VIII-2005.lex.

長野県各地で見出されている。

3)エゾアオカメムシ

Palomena angulosa (Motschulsky,1861)

調査標本：7-VIII-2005.lex.

長野県では普通種である。

4)ムラサキカメムシ

Carpocoris purpureipennis De Geer,1773

調査標本：16-VII-2006.3exs.

5)ヒメカメムシ

Ru biconia in termedia W olff.1811 

調査標本：7-VIII-2005.lex.

6)オオトゲシラホシカメムシ

Eysarcoris lewisi (Scott.1833) 

調査標本：7-VIII-2005.1 ex.,16-VII -2006.1 ex. 

ツノカメムシ科Acanthosomatidae

l)モンキツノカメムシ

Satragala scutellata (Scott.1874) 

調査標本：16-Vll-2006.lex. 

要 約

調査により9科24種を確認することができた。

愛知県では得がたい寒地系の種アオクチブトカメ

ムシ ・ ムラサキカメムシ ・ ヒメカメムシなどが見

出されている。

ライトトラップを実施した岐阜県高山市の日和

田高原では、 やや涼しい天候にも関わらずアシア

カカメムシ ・ ツノアオカメムシ ・ トゲカメムシ ・

アオクチブトカメムシ ・ シロバフトカスミカメな

どが得られ、 開田高原の生息種と若干の異なりが

認められた。 コウチュウHでは、 オニクワガタ ・

ヒメクロシデムシ ・ セマダラコガネなどが飛来し

てきたが種数としては少ないようである。

図l 宿とした開田高原のペンション「ノアノア」

参考文献

開田村役場(1980)開m村誌 ， 上巻：60-87
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オサゾウムシ科Dryophthoridae

日本では39種が知られている。

1)コクゾウムシ

Sitophilus zeamais Motschulsky,1855 

御津町安礼の崎3-VI-2005,lex.

伊澤氏の同定を受けた。 原産地は南米ギニアで

ある。［図4,B]

2)シバオサゾウムシ

Sphenophorus venatus Chittenden,1904

豊橋市新西浜町27- V -2005.lex.

細閑、 各地で報告されるようになった帰化昆虫

である。 植栽林から見出したが、 埋立造成地から

はこの一例のみである。［図4,C]

要 約

1. 三河湾埋立造成地からゾウムシ類のうち、

ホソクチゾウムシ科l種、 ゾウムシ科28種、 オサ

ゾウムシ科2種について報告した。

2. 近年各地 で分布を広げている帰化昆虫の、

オオタコゾウムシ ・ アルファルファタコゾウム

シ ・ シバオサゾウムシを確認した。

おわりに

人工造成地は年月とともに隣接地の自然環境に

近づいてくるのが普通である。 昆虫類は人為的に

運ばれたもの、 風によって運ばれたもの、 植林の

材料に付いてきたもの、 海流によって漂着したも

の、 自力で飛来したもの、 外国からの船舶に付着

して運ばれたものなどがあり、 条件が合えば新天

地に定着し繁殖してゆく。 種によってはむしろこ

のような環境を好み周辺部へは広がらずにいるも

のもあると思われる。 こうしたことからすれば、

独特な昆虫相の見られる場所となりうることも考

えられる。 したがって、 今後においても、 当地域

は実に興味深い場所と言えよう。

参考文献

l)環境庁編（1995)日本野生生物目録財付l法人自然環境

研究センタ ー

．

2)穂桔俊文(1990)愛知県の中虫類（II)愛知県の昆虫

（上） ：434-460.（愛知県）

豊橋市でウスバカマキリを採集

ウスバカマキリMantis religiosa Linneは、 愛知

県下では個体数の少ないカマキリで、 採巣記録も

あまり多くは残されていないと思われる。 岡田

(1990)には、 犬山市、 祖父江町、 名古屋市、 長

久手町、 高浜市、 豊田市が記録産地として掲載さ

れているが、 東三河が空白になっている 。 小野田

は、 2006年に下記のように豊橋市の市街地におい

て、 本種を採集しているので報告する。

1早 ， 豊橋市駅前大通一丁目 ， 12-IX-2006,小野田

憲採集（豊橋市自然史博物館保管TMNH- I -21098) 

歩道上にいるものを採集した。

なお、 股橋市自然史博物館には、 以下の愛知県

産ウスバカマキリが保管されているので、 あわせ

て報告したい。

小野 田 憲 ・ 長 谷 川 道 明

ld', 犬山市赤坂． 24-IX-1972. 安藤 尚採集寄贈

(TMNH- I -21097)。

ld'， 弥富町鍋田川河口 ， 24-IX-1995.長谷川道明採

集(TMNH- I -21096)。

引用文献

岡田正哉(1990)愛知県のカマキリ且愛知県の

昆虫 ． （上） ． 82-83.
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瀬町や百月町での調査（2006)では、 本種が採集 参考文献

できなかった。 岡給市(1985)新紺岡崎市史・自然14 : 1-1060. 

図3 ． 渡町の河川敷の草地化

愛知県昆虫分布研究会(1994)愛知の昆虫（上）

（別刷）

大平仁夫(1991)三河の昆虫38: 320-321. 

大半仁夫(1998)鳳来寺山自然科学博物館館報． （27) : 1-4. 

豊川市(1998)新綱豊川市史（自然資料） ：240 

豊椋di (1999)豊橋市自然環境保全某礎調査報告書

汽料福。

愛知県(2002)レッドデー タプックあいち（動物編） ：202 

ムカシトンボ幼虫の記録

小鹿 亨 ・ 小鹿 登 美

当日は、 安城市立今池小学校の5年生のキャン

プで、 箪者らが渓流の水生生物の観察を指導して

いた際に、 5年生の児窟の一 人が見つけてきたも

のである。 大きさから判断して、 ほぽ終令である

と考えられる。

現場はスギやヒノキの植林に囲まれた渓流で、

川幅は3~4m程度、 水かさは20cmに満たない場所

新城市作手保永(2006.8.1) がほとんどで、 川底はほとんどがレキであった。

策者らは、 新城市の西部に位置する本宮山の山 プラナリアやサワガニなどが普通に見られ、 カゲ

麓で 、 ムカ シ ト ン ボEpiophledia superstes ロウ類・ カワゲラ類・ トビケラ類などの水生昆虫

(SELYS)の幼虫を観察しているので、 本種の分

布記録として報告する。

も多く見られた。

〈デー タ〉ムカシトンボ（幼虫lex.) 2006年8月1

日：愛知県新城市作手保永。

豊田市阿摺ダムでナガサキアゲハをH撃

ナガサキアゲハPapilio memnon LINNAEUS

は、 気候の温暖化に伴って、 近年分布を東進・ 北

上させていることが知られ、 すでに本県内におい

ても低地を中心にいくつかの記録が出ている。 し

かしながら、 山間部などでは、 H漿できる数は必

ずしも多くない。 籠者は本種を豊田市阿摺ダムの

小鹿 亨

付近で目撃しているので、 記録として報告する。

〈デ ー タ〉ナガサキアゲハ（ld'目幣）2006年8月 

27日：豊田市矢作）1|阿摺ダム。
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ゾウムシ科Chrculionidae

スグリゾウムシ

Pseudocneorhinus bifasciatus Roelofs 

京ケ峰二丁目 ．11- VIl-2006,2exs. 

参考文献

豊田市自然環境基礎調査会(2005)昆虫類 ． 豊田市自然環

境甚礎調査報告習資料編．p.105-386.（豊山市）

間野隆裕（2006)参考資料 豊田市自然観察の森周辺昆虫

調査 ． 豊田市自然観察の森及び周辺地域基本計画報告書 ．

p.43-61.（豊田市）

豊田市滝脇町におけるフサカ類の記録

Chaoborus flavicans (MEIGEN)の幼虫頭部

フサカ頚は、 双翅目フサカ科(Diptera、Chao­

boridae)に属し、 各地の湖沼やため池などに生

息することが知られている。 日本における分布は

広範囲におよぶと考えられるが、 報告例も少なく、

その概要はこのグル ー プのファウナも含めて、 明

らかにされていない。

筆者らは、 豊田市滝脇町七売池において以下の

フサカ類の幼虫を記録しているので、 分布記録と

して報告する。

〈デー タ〉Chaoborus flavicans (MEIGEN) 

幼虫（小鹿採集・永野保管）

Chaoborus sp. 

幼虫（小鹿採集・永野保管）

2005年6月11日 豊田市滝脇町七売池

この産地は山林内にある小規模な池であり、 周

囲は二次林で囲まれている。 池にはオオビワミジ

ンコDaphnia pulicaria FORBESなどの鯉脚類が

生息しており、 フサカ類が、 これらの動物プラン

クトンを捕食していることが推察できる。

フサカは幼虫で分類ができ、 Chaoborus flavi­

cansとC. sp ．の大きな形態的な違いはAnntenaの剛

永 野 真 理子 ・ 小鹿 手

Chaoborus sp.の幼虫頭部

毛剌の位置が前者は1/2、 後者は2/3の位置に生え

ていることから、 別種と同定ができる。 なお、 両

種の出現の割合については、 C. flavicansが93.7%

と高いことが見いだされた。 また、 C. flavicansに

ついての生態は、 Nagano et. al. (2005)が報告

している。 七売池においては2種が共存する特異

的な環境でもあり、 どのような生態をもっている

か興味深い。 今後の長期的な調査が望まれる。

文 献

Nagano M.. Tanaka M. & Yagi A. 2005. Vertical migration 

and horizontal distribution of Chaoborus larvae in Lake 

Fukami-ike, Japan Korean J. Limnol. 38:27-30 

Saether, 0.A. 1972. VI Chaoboridae. 257-280. in : Die Bm­

nengewasser 26. edu. Thinemann. A 

小鹿 亨． 2006． 大形のミジンコDaphnia pulicaria Forbes 

． ため池の自然研究会の記録ため池の自然Nu42 
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放置されたカキのスイービングで採集した。

以上13種が採集できた。記録を見て頂ければわ

かるが、伐採地があり、そのためにナガタマムシ

類が多く採集できた。一過性の発生ではあるが、

伐採地ではかなりの個体が観察できた。

この地域は、二次林ではあるが、アベマキやコ

ナラを主体とする落葉広葉樹林が多く残されてい

るし、第二東名道路の建設予定地域でもある。こ

れから始まる工事では、最小限の開発ですませて、

森林を残していただいきたいものである。

参考文献

愛知の昆虫（上） ． 1990.（愛知県典地林部自然保課）

ユリクビナガハムシは山里の虫

ユリクビナガハムシLiliocerius merdigera

(Linne)の生息確認を、本誌No.53に報告したが、

平成18年7月、岡崎市小呂町

と、やや離れた稲熊町で簡

単に見付けることができた。

「山間の部落を廻ればよ

い」と考え調査し た結果、

市の北部～東部にかけて多
ユリクピナガハムシ

くの場所に生息し、ごく普 （日影町06/7/13)

通に見られることが確認され、食草についても若

干の知見を得たので、再度報告しておく。

なお、前回報告した3か所では、5月上旬、成虫、

老熟幼虫が見られ、変わらず生息している。

1 調査結果（平成18年＝ ＇06)

生息確認

場所 月R 食草 確認、数
1小呂町下屋下 、 情水7/12 タカサゴユリ 成虫21 幼虫7
2稲熊町石エ公園 ，，， タカサゴユリ 成虫13 幼虫9
3桑原町（南部） 7/13 カサプランカ 幼虫 l 食痕株7
4奥殿陣屋東 ク タカサゴユリ 成虫2
5奥殿町 ク カサプランカ 成虫 l 食痕株7

タカサゴユリ 成虫 l

61:1影町 ，，， タカサゴユリ 成虫4
7宮石町 ク タカサゴユリ 成虫4 幼虫3
8池金町下落合 7/15 タカサゴユリ 成虫3 幼出3

椅
9池金町下大沢 ，，， タカサゴユリ 成虫3 幼虫3

タカサゴユリ 成虫 l

10牛平町 ，，， タカサゴユリ 成虫8 幼虫 l

11茅原沢町 ク タカサゴユリ 成虫5
12小美町 4 タカサゴユリ 成虫1 食痕株2

市 13高隆寺町 7/24 タカサゴユリ 成虫2
14オ栗町やすらぎ芦園嘉地 ク タカサゴユリ 成虫8 幼虫19
15岩中町観音南 ，， タカサゴユリ 成虫9
16大播町 7/28 タカサゴユリ 成虫 l 食痕株4
17藤川町一畑山入Ll ，， タカサゴユリ 成虫1
18奥山田町 7/31 タカサゴユリ 成虫30 幼虫8

岩 月 学

場所 月日 食草 確認数
l京ヶ峰（吉鶴靖則）5/28 コオニュリ 成虫10~

豊
京ヶ峰（岩月） 6/28 コオニユリ 成虫1

2滝脇町 7/13 タカサゴユリ 成虫l 食狼株］0
オニュリ 成虫2

市
3加茂川町 ，，， タカサゴユリ 成虫2
4九久平町 7/22 タカサゴユリ 成虫8
5大内町 ，，， タカサゴユリ 成虫8 幼虫3

・いずれも生息確認のみで、丁寧に調査していない。
・カサプランカは、 畑での畝作りの栽培のもの。
·2つの稲熊町は．―l ー．楊の石材撻場、 18は屋敷の畑で鐙賞

用にしているもの。
•他は民家の屋敷の石組みの下や屋敷内の植え込みに生

えているもの。

農田市の一部を除いて地図（額田郡合併前の岡

崎市）に表わすと次のようで、いずれも山里で、

桑原町は矢作川支流巴川、小呂町、稲熊町（山裾

を拓いて造成）は市街地に近い。現在は、国道1

号線が境界のようである。
豊田市 加茂Ill

渡合• � 「‘-

（・数字は生息確認町の番号
・●印は前年の確認地 ）

』
:·

N
l
ハ
J
+
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生息していなかった場所

場 所 月日 食草 確認数
1藤川町比丘尼臨地7/22 タカサゴユリ 28本（生育良好）

岡 2ヶ藤川宿資料館西 ヶ タカサゴユリ 85木
3追泉寺町 ', タカサゴユリ llO本(2か所）

崎 4山絹町（温泉ド）7/28 タカサゴユリ 116本
5上衣文町 タカサゴユリ 120本
6本宿町市営住宅 タカサゴユリ 42本

l•I J 7保母町 ク タカサゴユ') 150本
8束阿知知町 7/31 タカサゴユリ 41本

豊 中垣内町 7/22 タカサゴユリ 8本
開 五ヶ丘 8/4、5 タカサゴユリ （堀田信二氏）

安城市・・高木町 7/10 タカサゴユリ 約250本（寺と募地）

2 食草について

・カサブランカ（園芸種）

桑原、 奥殿の2町で、 食べられるのが確認され

た。 奥殿では地主がおられ、「10数年育てている

が、 征年食い荒らされている」ということであり、

確実に食草である。

・オニュリ

豊田市滝脇町で花埴一 面のオニュリに成虫がい

たが、 トラック1台が通れる程度の細い道を挟ん

だ民家の軒下のタカサゴユリにも成虫がおり、 し

かもユリ全てが無残に食べられていたことと、 小

呂、 池金、 小美、 生平、 高隆寺、 岩中、 大幡、 加

茂川、 九久平、 大内などの各地で、 両方のユリが

混生していることが多かったが、 オニュリには成

虫がいなかった。 従って、 オニュリは食草として

は好まれず、 窮余の食草と考えられる。

まとめ

2年間の調査で、 岡崎、 豊田の地方での食草は

コオニュリ、 タカサゴユリ、 カサブランカ（園芸

種）で、 オニュリも食すということになろう。

主な参考文献

原色昆虫大図鑑（昭和56年） ． （北隆館）

原色日本甲虫図鋒（IX)（平成元年） ． （保育社）

岩月学(2006)ユリクビナガハムシの生息を確認。

：：：：：河の昆虫，No.53 : 627~629 

三河湾臨海造成地のコメッキムシ

三河湾は蒲郡市から渥美半島の田原市にかけて

の湾沿いに、 広大な臨洵造成地が整備されつつあ

るし、 一部では各種の企業が進出している。 これ

に合わせて道路や公園緑地や防潮林などの自然環

境の整備も進められていて、 そこには従来の湾沿

いでは見られない種が住みついている。 三河昆虫

研究会の山崎隆弘氏は、 ここの昆虫類の分布に注

目して調査を進められておられるが、 コメッキム

シ類についての資料の提供をいただいたのでここ

に記録する。

本文を草するにあたり、 この興味ある資料を調

介する機会を与えられた山崎氏に心から感謝の意

を表する。 なお、 ここに記録した地名は、 特に明

記しない場合はすべて臨海造成地内である。また、

ここに記録した標本の採集者はすべて山崎氏本人

である。

大 平 仁 夫

種の記録

1. Agrypnus (Agrypnus) binodulus binodulus

(Motschulsky, 1861)サビキコリ

調査標本： ［御津町］佐脇浜 ． 9-V-2005 (l早）：御

幸浜 ． 23-V -2005 (1早） ． ［豊橋市］新西浜町臨海

緑地， 13-Vl-2005 (l早）；明海町， 13-VI-2005 (1早）；

杉山町中藻9-VI-2005 (1 J'l早）：老津町多門田8-

\�-1997 (1早） ． ［田原市］白峨町， 24-V -2005 (1 J' 

l早） ．

各地に広く分布する種である。 ここではもっと

も普通に見られる種である。

2. Agrypnus (Agrypnus) mikawaensis Ohira.1986

ミカワサビキコリ（図1, A) 

調査標本： ［御津町］御幸浜， 23-V -2005 (4 J'l

早）：3-VI-2005 (17 J'7早） ．

御幸浜産については大平（2006)が報告してい
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(2exs.). ［豊橋市］神野西町11-VI-1998 (2exs.). 

河川敷の開けた雑木林上で見出される種であ

る。 農川の河川敷では、 ヤナギなどで成虫が見出

されることが多い。 蒲郡市からはこれが最初の記

録である。

12. Fleutiauxellus (Microhypnus) agilis

(Lewis. 1894)ホソミズギワ コメッキ

調査標本： ［豊橋市］神西浜町24-VI-2006 (1早） ．

河川敷の砂礫中に分布する種である。 豊川の河

川敷からは記録があるが、 個体数は多くない。 牒

橋市からは長谷川・山崎(1999) が賀茂町から記

録している。

13. Paracardiophorus pullatus pullatus

(Cand辺e, 1873)コハナコメッキ

調査標本： ［御津町］新西浜町． 24-VI-2006 (1

d'). ［翌橋市］吉前町， 12-X-2005 (1,1').

各地に広く分布する種である。

14. Paracardiophorus nakanei hondoensis

Ohira, 1997ホンドコハナコメッキ

調査標本： ［豊橋市］吉前町， 12-X-2005_ (1,1'). 

前種と同じ環境に分布している。 本種は鉛色の

光沢があり、 上翅の間室は扁平状である。

15. Platynychus nothus (Candeze, 1865) 

オオハナコメッキ

調査標本： ［豊橋市］新野新田町， 30-N-1995

(2lexs.);杉山町中藻24-V-2005 (lex.). ［田原市］

白峨24-VI-2005 (29exs.). 

河川敷などの砂地帯に多い種である。

16. Displatynychus adjutor adjutor

(Candeze. 1873) アカアシハナ コメッキ

調査標本： ［蒲郡市］浜町亀岩公園24-VI-2006

(18exs). 

この公園の森にはサギや鵜のコロニ ー があり、

その周辺に本種が多く見られた。 このコロニーの

排泄物との関係は不明である。

あとがき

ここの臨海地域で造成される広大な土地は、 海

岸の周辺の自然環境に大きな影椰を生じ、 在来の

海浜性の種は絶滅に追いやられることが多い。 し

かし、 そこで造成された土地は、 防潮林や公園緑

地などが整備されて、 次第に緑の陸地となり、 内

陸部との違和感はなくなってくるが、 そこに生じ

る樹木や草本類の群落は、 その地域の内陸部のも

のとは異なり、 同 一種が大醤に植林されたりして、

植生は単純化されている。 したがって、 そこに生

息する種も単純で、 同 一種が多く見られる傾向に

ある。 一 方で、 内陸部で絶滅に追いやられる種の

一部が、 ここで繁殖をしている場合も見られる。

ミカワ サビキコリやオグラカバイロコメッキ、 ク

ロツヤミズギワコメッキなどはその例と思われ

る。 ここに記録した16種の幼虫はすべて土壌中に

生息するもので、 朽木に入る種はいないのも興味

深い。 その他、 ここの植物や埋め立ての土壌がど

こから運ばれきたかについては不明のままであ

る。

引用文献

長谷川道明(1999)概橋市自然環境保全基礎調査報告

（資料福） ， コメッキムシ科：128-130. （豊橋市）

大平仁夫（2005)オグラカバイロコメッキ農橋市に分布。

虫譜43 (2): 25-26 

大平仁夫(2006a)三河地方から採集されるコメッキムシ

について(24).三河の昆虫 ， （53): 630-632. 

大平仁夫(2006b)オグラカバイロコメッキの形態と生態。

越佐昆虫同好会報 （95): 21-28 
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＊三河毘虫研究会への入会案内汝

三河昆虫研究会は、 会報「三河の昆虫」を年1回と連絡紙の「三河の昆虫（通信）」を複数回 

発行し、 地域の昆虫相の解明につとめていますc 入 会希望のかたは、 年会費3,000円を添えて下 

記あて申し込みください。
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